
胃がんリスク層別化検査(ABC検診)

胃がんには、胃粘膜の萎縮が大きく関与するものがあることがわかっています。胃がんリスク層別化検査
（ABC検診）は「ピロリ菌感染の有無」と「ペプシノゲン検査（胃粘膜の萎縮度を調べる検査）」を組み
合わせて胃がんになるリスクを分類する検査です。A群⇒B群⇒C群⇒D群と萎縮が進むにつれて、胃がん
の危険率も上がります。胃切除後の方、胃、食道、十二指腸、腎臓の病気で治療中の方は正しい結果が得
られない可能性があります。主治医にご相談ください。

ABC検診の分類
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